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社会福祉協議会 大生院支部 
 

心心ををひひととつつにに支支ええ合合いい  
みみんんななのの笑笑顔顔がが輝輝くく大大生生院院  
  

◆謹んで新春のお慶びを申し上げます◆ 
旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとうございます。 

本年も相変わらず、ご協力のほど、宜しくお願い致します。 

これからも、引き続きまして、皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

 

 令和六年元旦 

 

新居浜市社会福祉協議会 

大生院支部役員一同 

 
 
 

 

◆新春を迎え一言ご挨拶を申し上げます◆ 
旧年中は、地域の皆様には、社協支部活動に対しまして、ご協力とご支援を賜り厚く御

礼申し上げます。 

昨年夏前からは、コロナ禍が落ち着きを見せ始め、行事等の実施状況が、コロナ禍以

前のように戻りつつあります。しかしながら、まだまだ注意が必要と思われますが、気をつけな

がらの地域活動を実施していきたいと思っていますので、皆様のご支援とご協力をお願いい

たします。 

今年も皆様方並びに地域にとって良い年になることを願い、これをもちまして新年のご挨

拶とさせて頂きます。 

 

令和六年元旦 

 

社会福祉協議会大生院支部 

支部長   松本 彰 

 

 

大大生生院院社社協協だだよよりり  

 

文文化化祭祭 制制限限ななしし開開催催ででににぎぎわわうう！！  
コロナ禍により中止や縮小開催となっていました校区文化祭ですが、今年度は 11 月 5日に、平

常開催されました。 
オープニングでは、例年のように和太鼓で始まり、今年は小学生の合唱、中学生の合奏と続き、

楽しい雰囲気でのスタートとなりました。  
週間天気予報では心配されました天気でしたが、気持ちの良い晴天に恵まれ、参加者並びにボ

ランティアの皆さん方の表情も、秋晴れでした。

愛愛媛媛県県社社会会福福祉祉大大会会のの開開催催  

愛媛県社会福祉協議会主催の「第 71 回愛媛県社会福祉大会」が、10 月 11 日に松山市道後の愛

媛県県民文化会館メインホールで行われました。 
式典の後、岡田武史氏によります記念講演「FC 今治の挑戦」がありました。 

いいお話を聞かせてもらいました。  
コロナ禍が、落ち着きを見せていることから、来年からもこの大会が実施されることと思います。

来年の開催時には、公民館だよりと一緒にお知らせします。ご一緒致しましょう！！ 
（写真撮影禁止に付き写真なしです） 

小小学学生生のの合合唱唱でで心心和和ややかかにに！！  

１２月９日の今年最後のせせらぎ食堂では、食事の後に、小学生による心和む合唱に、聞き入り

ました。今後も機会があれば、聞かせていただきたいですネ！

写真に収めている高齢者がいますね。いい

思い出になることでしょう！ 
小学生の皆さん、ありがとうございます。 

渦井せせらぎ食堂の今後の日程 
1 月 13 日、27 日 
2 月 10 日

3 月 9 日、23 日 

中学生の合奏 バザー等で賑いました！ 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊伊藤藤忠忠行行ささんんごご逝逝去去さされれままししたた  
愛護班、商工会、社協など多方面に亘り活動されて、大生院にとっては掛け替えのない方でした。 
渦井せせらぎ食堂については、従前から口にされており、５ヶ年計画策定時計画に組み込み実

施に至りました。 
これからも、多方面に亘り、ご指導頂きたく思っておりましたが、残念な思いです。 
ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 
 
 

渦渦井井せせせせららぎぎ食食堂堂ににつついいてて発発表表  
10 月 24 日 上島町せとうち交流館で開催されました「東予地区人権・同和教育研究大会」に

於いて、せせらぎ食堂の立ち上げから関係した方々の心意気を、発表してきました。たくさんの

拍手・質問があり、好評でした。 
（写真撮影禁止に付き写真なしです） 
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こころちゃん

  

社社協協特特別別会会員員・・法法人人会会員員 

 
令和５年度「特別会員」「法人会員」加入のお礼 

 
地域の皆様にはいつも社会福祉協議会の活動にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
「特別会員」「法人会員」の継続と、新規加入のお願いを、自治会長・自治会役員・民生児童委

員の皆さんにお願いし、多くのご賛同とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。 
皆様からいただきましたご浄財は地域福祉に有効活用させていただきます。 
ご芳名をご紹介し、お礼に代えさせていただきます。 
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だ
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。
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